
【補充原則 4－11－③ 取締役会全体の実効性についての分析・評価】 

当社取締役会は、更なる実効性確保および機能向上に取り組むため、毎年、取締役会

の実効性について分析・評価を行うこととしています。 

 

2024年度の当社取締役会の実効性評価の方法および結果の概要は、以下のとおりで

す。 

 

■評価方法 

（1）対象者   社内取締役（５名）、社外取締役（６名）、監査役（４名） 

（2）実施方法  アンケート（記名式）、インタビューまたはその両方 

（3）実施期間  2024年 12月～2025年６月 

（4）評価プロセス 

2024年度に関する実効性評価は、以下のスケジュールで実施しました。 

・2024年 12月   第三者機関の助言を参考に、評価視点・アンケート項目を検討 

・2025年１月    社長への個別インタビューを実施 

（第三者機関にてインタビューを実施） 

・2025年１月    対象者へアンケートの配付・回収 

（第三者機関が回答を集計・分析） 

・2025年２～５月 アンケートの分析結果を踏まえ、取締役および監査役へ個別イン 

タビューを実施（第三者機関にてインタビューを実施） 

・2025年３～５月 第三者機関による課題導出、改善の方向性の提示を受け、当社の 

取締役会において課題および改善の方向性について議論 

・2025年６月   課題および・改善の方向性について取締役会で決定 

 

■アンケート項目 

2024年度アンケート設問の大項目は以下のとおりです。設問ごとに５段階で評価する 

方式とし、各項目に自由コメント欄を設けています。 

1. 戦略とその実行 

2. リスクと危機管理 

3. 企業倫理 

4. 事業再編（合併、買収、売却または事業提携）取引 

5. グループガバナンス 

6. 経営陣の評価、報酬および後継者計画 

7. ステークホルダーとの対話 

8. 取締役会の構成と運用 

 

■2024年度取締役会実効性評価の結果の概要 

本年度（2024年度）の実効性評価の結果として、当社取締役会は当社が目指すコーポ

レート・ガバナンスの姿に向けて毎年改善が図られているとともに、全体として高い実

効性が確保されていることを確認しました。 



また、当年度の実効性評価の過程で、過年度の実効性評価において導出された課題へ

の対応状況ならびに今後の重点対策課題を確認しました。 

 

＜過年度の課題への対応状況＞ 

1. 中長期戦略 

中長期的な企業価値の向上に向けては、グループ横断的な戦略の整合と財務戦略との

連携が不可欠であり、グループ全体のシナジーを意識した戦略的議論の継続が必要との

意見をふまえ、各事業およびグループ全体戦略を継続的に議論しました。 

また、投資の事後評価については、投資後の管理指標や撤退時の判断に必要な情報を

より整理することにより、取締役会での監督機能を強化すべきとの意見を踏まえ、投資

時の計画と実績の比較や、必要な対策について、四半期毎に確認しました。 

 

2024年度のインタビューでは以下の意見等がありました。 

・取締役会や戦略討議、懇談会にて、深度ある議論が闊達に行われるようになってい

る。 

・ファイナンス事業において再編が進められている。 

・投資後の各社進捗については、定量的に管理され、取締役会で報告・議論されてい

る。 

 

2. 次世代人材戦略 

次世代のビジネスをリードする人材を確保するためには、最先端の技術知見を持つ高

度人材の採用・育成とあわせて、人的資本への継続的な投資や組織としての多様性確保

が必要との意見を踏まえ、次世代中核人材の確保に向けた議論を深めました。 

また、グループ全体の持続的成長を担うリーダー人材の早期発掘・育成が必要との意

見を踏まえ、後継者計画の進捗状況や具体的アクションプランについて、継続的に確

認・議論を行いました。 

 

2024年度のインタビューでは以下の意見等がありました。 

・各事業でのサクセッションプランが整備され、懇談会にて進捗の確認・議論がなされ

ている。 

 

3. グループガバナンス・リスク管理 

グループガバナンス・リスク管理については、グループ全体の持続的成長と信頼性確

保の観点から、取締役会において継続的に監督すべきとの意見を踏まえ、資本関係の在

り方に関する議論を行い、情報漏洩問題への対応状況を確認しました。 

また、昨今の地政学的リスクや経済安全保障など、従来とは異なる新たなリスクが顕

在化しつつある中で、こうした変化を踏まえたリスク認識のアップデートと情報整理が

必要との意見を踏まえ、経済安全保障や AIデータガバナンスなどの新しいリスクテー

マについて議論しました。 

 



2024年度のインタビューでは以下の意見等がありました。 

・重要リスクは十分高いレベルで管理できている。 

・多数の子会社について、適切に整理/報告されている。 

 

＜今後の重点対策課題＞ 

取締役会の更なる実効性の確保と機能強化に向けた、インタビュー等での意見をふま

えた重点対策課題および取り組みの詳細は以下のとおりです。 

 

1. 中長期戦略 

（2024年度の意見） 

AI戦略を軸としたグループ全体としての次期中期経営計画の策定が必要。 

（取り組み） 

次期中期経営計画の策定に向けて、グループ全体の成長戦略の議論を深める。 

 

2. 次世代人材戦略 

（2024年度の意見） 

経営幹部層の後継者計画や専門人材の確保方針に関する議論の深化と、グループ全体で

の人材構成の最適化検討が必要。 

（取り組み） 

経営幹部層の育成方針や次期中期経営計画に即したグループ人材戦略について、継続的

に議論する。 

 

3. グループガバナンス・リスク管理 

（2024年度の意見） 

グループ全体のガバナンスおよびリスク管理の実効性に関する議論の深化と、時代の変

化をふまえたリスクへの対策が必要。 

（取り組み） 

グループ全体の連携の在り方と、サイバー攻撃リスクの高まりや世界情勢などの外部環

境の変化を踏まえた対応方針について、継続的に議論する。 

 

当社取締役会は、これらの課題および当社の目指す方向性や事業環境等を踏まえ、引き

続き実効性を高めるための取り組みを進めてまいります。 


